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0
 
初
め
に
 
 

近
世
十
八
世
紀
の
儒
学
に
お
け
る
儒
書
唐
音
音
読
の
提
唱
は
、
訓
読
し
か
な
か
っ
た
そ
れ
ま
で
の
儒
学
界
の
人
々
に
大
き
な
衝
撃
 
 

を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
が
直
読
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
主
唱
者
が
当
時
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
古
文
辞
学
派
の
祖
荻
生
阻
裸
 
 

（
－
票
の
～
－
記
空
 
や
そ
の
高
弟
太
宰
春
台
 
こ
宗
○
～
－
道
ご
 
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
派
を
中
核
と
し
て
実
際
に
そ
れ
が
行
わ
れ
た
と
い
 
 

う
こ
と
だ
け
に
よ
る
も
の
で
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
訓
読
が
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
い
た
人
々
に
対
し
て
唐
音
音
読
 
 

が
与
え
た
、
奇
異
に
も
新
鮮
に
も
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
そ
の
音
的
な
響
き
に
も
よ
っ
て
い
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
 
 

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
庄
倒
的
多
数
の
儒
者
は
相
変
わ
ら
ず
訓
読
尊
周
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
阻
裸
春
台
以
後
、
儒
学
 
 

界
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
儒
者
に
よ
る
、
唐
音
音
読
の
主
張
も
途
絶
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
音
音
読
支
持
者
が
い
な
く
な
っ
 
 

て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
は
そ
の
一
人
平
賀
中
南
 
こ
詔
N
～
器
）
 
の
著
「
赤
井
通
子
達
校
訂
」
一
七
七
九
 
（
安
永
 
 

八
）
 
年
刊
『
学
問
捷
径
』
 
三
巻
に
焦
点
を
当
て
、
ま
ず
は
彼
の
唐
音
音
読
論
や
唐
音
の
取
り
扱
い
 
（
方
）
 
な
ど
を
把
捉
し
、
そ
の
後
 
 

そ
れ
を
踏
ま
え
て
唐
音
音
読
論
の
歴
史
に
お
け
る
彼
の
位
置
を
、
狙
律
や
春
台
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
 
 
 

近
世
中
期
儒
学
に
お
け
る
唐
音
 
 

－
 
平
賀
中
南
を
中
心
と
し
て
 
 

湯
 
沢
 
質
 
草
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（
－
こ
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

＊
引
用
文
 
 
 

①
漢
文
は
訓
読
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。
合
符
や
声
点
な
ど
は
省
略
す
る
。
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
も
の
は
湯
沢
。
 
 
 

②
句
読
点
や
濁
点
等
は
、
原
則
と
し
て
原
文
に
従
い
つ
つ
、
湯
沢
が
適
宜
施
し
た
。
ま
た
（
 
）
内
も
湯
沢
。
 
 

1
 
学
問
捷
径
 
 

中
南
は
独
学
の
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
儒
学
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
黄
韓
倍
大
潮
こ
笥
の
～
－
謡
∞
）
 
に
師
事
し
 
 

た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
唐
音
は
そ
の
大
潮
や
彼
の
弟
子
、
ま
た
長
崎
の
通
草
な
ど
か
ら
学
ん
だ
（
2
－
2
－
3
参
照
）
。
 
 

ち
な
み
に
、
大
潮
は
古
文
辞
学
派
に
お
け
る
唐
音
の
有
力
な
師
の
一
人
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ア   

そ
の
書
名
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
学
問
捷
径
』
 
（
以
下
『
捷
径
』
と
呼
ぶ
）
は
儒
学
入
門
書
で
あ
る
。
唐
音
音
読
に
関
わ
る
 
 

言
及
は
中
巻
以
降
に
あ
る
。
以
下
、
本
文
の
順
序
に
従
い
な
が
ら
内
容
を
と
ら
え
て
い
っ
て
み
た
い
。
 
 

2
 
中
南
に
お
け
る
唐
音
 
 

2
－
1
 
 
平
灰
 
 

l
り
こ
 
 
 

中
南
は
、
巻
中
の
一
節
「
作
詩
法
」
の
中
の
一
項
に
お
い
て
平
伏
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 

a
平
灰
ハ
此
方
古
来
ヨ
リ
ノ
敦
へ
l
〓
一
四
不
同
二
六
対
下
三
連
…
ト
ア
リ
。
コ
レ
唐
ヨ
リ
伝
来
ノ
法
卜
見
ヘ
タ
リ
。
コ
ノ
通
リ
ニ
 
 

ヨ
ロ
 
 

テ
宜
シ
。
コ
ノ
上
ノ
事
ハ
唐
音
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
ユ
カ
ヌ
ナ
リ
。
近
来
此
ノ
間
ノ
諸
先
生
委
曲
二
法
ヲ
立
テ
、
五
七
同
声
灰
間
平
 
 

「
1
二
 
 

イ
ム
 
 
 
ヲ
忌
ナ
ド
、
ア
レ
ド
モ
、
唐
音
知
ヌ
者
ノ
韻
鏡
ヲ
説
ゴ
ト
ク
、
何
ノ
益
モ
ナ
キ
事
ナ
リ
。
其
説
ハ
末
二
記
ス
。
古
来
ノ
説
良
法
 
 

ク
ナ
 
 

ク
す
 
 

ナ
リ
。
大
抵
コ
レ
ニ
テ
ヨ
シ
。
又
大
抵
和
音
こ
テ
ロ
ザ
ハ
リ
ノ
ヨ
キ
ハ
唐
音
ニ
テ
モ
ヨ
シ
。
声
律
ト
テ
外
ノ
事
ニ
ア
ラ
ズ
。
口
 
 

2   
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ザ
ハ
リ
ノ
ミ
ナ
リ
。
精
密
二
声
律
ヲ
正
ス
事
ハ
、
所
詮
唐
音
ナ
ラ
ザ
レ
バ
ユ
カ
ヌ
事
ナ
リ
。
詩
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
文
章
モ
唐
音
 
 

ク
ナ
 
 

デ
唱
テ
見
ネ
バ
、
ロ
ザ
ハ
リ
シ
レ
ヌ
ナ
リ
。
助
字
ナ
ド
ハ
尚
サ
ラ
ナ
リ
。
 
中
七
り
 
 
 

平
灰
の
こ
と
は
中
国
の
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た
古
来
の
原
則
に
基
づ
い
て
行
え
ば
よ
い
、
し
か
し
さ
ら
に
 
「
上
ノ
事
」
を
目
指
す
と
 
 

ク
チ
 
 

な
る
と
、
唐
音
を
知
ら
な
け
れ
ば
致
し
方
が
な
い
、
つ
ま
り
「
〓
ザ
ハ
リ
」
＝
「
声
律
」
を
正
す
こ
と
は
唐
音
に
よ
ら
な
け
れ
ば
行
 
 

え
な
い
、
こ
れ
は
撰
文
を
作
る
場
合
も
同
じ
で
あ
る
、
特
に
「
助
字
」
の
用
い
方
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
る
と
言
う
。
平
伏
な
ど
「
声
 
 

律
」
が
と
り
わ
け
大
切
な
詩
だ
け
で
な
く
、
漢
文
に
も
唐
音
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
 
 

こ
の
心
連
の
文
に
は
中
南
の
、
（
立
派
な
漢
詩
文
を
綴
る
に
は
唐
音
音
読
が
不
可
欠
で
あ
る
〉
と
す
る
、
唐
音
に
対
す
る
絶
大
な
信
 
 

、
1
▼
ツ
ナ
ク
十
 
栃
が
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
声
律
」
あ
る
い
は
「
ロ
ザ
ハ
リ
」
と
は
、
総
じ
て
言
え
ば
韻
律
の
意
と
解
さ
れ
る
が
、
「
ロ
ザ
ハ
リ
」
 
 

と
い
う
語
自
体
や
、
唐
音
は
当
時
実
際
に
発
音
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
南
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
す
べ
て
具
体
的
 
 

な
音
声
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
存
在
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 

2
－
2
－
－
 
 声律
 
（
1
）
 
 
 

同
じ
「
作
詩
法
」
 
の
中
の
別
の
一
項
に
お
い
て
も
「
声
律
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
 
 
 

b
詩
ハ
諷
詠
ノ
物
ニ
テ
声
律
第
一
ナ
リ
。
サ
レ
ド
モ
唐
音
ヲ
知
ラ
ネ
バ
、
声
律
ヲ
正
ス
事
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
中
十
四
オ
 
 
 

こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
も
詩
作
に
は
唐
音
が
必
要
不
可
欠
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
具
体
例
を
い
く
つ
も
挙
げ
、
ま
た
彼
の
唐
音
の
 
 

師
大
潮
の
言
葉
な
ど
も
引
き
な
が
ら
、
平
灰
や
「
声
律
」
は
や
は
り
臍
音
と
の
照
応
を
通
し
て
始
め
て
そ
の
当
否
が
分
か
る
と
い
う
 
 

ノ
ヨ
七
／
 
 

こ
と
を
詳
し
く
述
べ
、
「
声
律
ノ
事
ハ
唐
音
ヲ
知
ラ
ネ
バ
所
詮
ア
カ
ヌ
事
⊥
中
十
五
オ
）
」
と
、
唐
音
不
可
欠
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
 
 

い
る
。
 
 

2
－
2
－
2
 
声
律
 
（
2
）
 
 

「
声
律
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 
 

C
凡
ソ
詩
文
ド
モ
ニ
唐
ノ
声
律
ハ
日
本
人
ノ
及
バ
ヌ
事
ナ
レ
バ
、
タ
ト
ヒ
才
学
ハ
マ
サ
ル
ト
モ
、
詩
文
二
於
テ
ハ
下
劣
ノ
唐
人
ニ
 
 

巾
ケ
 
 

ュ
ィ
 
 
 
モ
、
三
舎
ヲ
退
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
シ
カ
ラ
バ
長
崎
二
往
テ
通
事
二
食
べ
シ
ト
思
フ
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
今
ノ
通
草
カ
ヤ
フ
ノ
事
ハ
 
 

3   
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ヨ
ノ
ツ
ユ
†
 
 

ヨ
ミ
 
 

曽
テ
知
ラ
ヌ
ナ
リ
。
凡
ソ
詩
ハ
諷
詠
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
読
ヤ
ウ
ア
リ
。
今
ノ
通
事
詩
モ
詩
経
モ
平
常
読
書
ノ
通
リ
ニ
読
ユ
へ
声
 
 

律
一
向
二
分
レ
ズ
。
申
十
六
り
 
 
 

日
本
人
は
唐
音
を
完
全
に
習
得
で
き
な
い
か
ら
、
「
声
律
」
を
ま
っ
と
う
す
る
の
は
純
理
で
あ
る
、
だ
か
ら
「
下
劣
ノ
唐
人
」
で
 
 

あ
っ
て
も
そ
の
人
に
「
声
律
」
の
こ
と
は
敢
え
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
唐
音
を
自
在
に
操
る
通
訳
に
「
声
 
 

ヨ
、
、
、
 
 

律
」
 
の
こ
と
を
聞
き
た
だ
そ
う
と
思
っ
て
も
、
彼
に
は
詩
文
の
「
諷
詠
」
や
「
読
ヤ
ウ
」
な
ど
分
か
ら
な
い
か
ら
無
駄
で
あ
る
、
と
 
 

す
る
。
文
面
に
そ
れ
と
示
し
て
い
な
い
が
、
学
問
の
な
い
中
国
人
も
ま
た
「
諷
詠
」
 
に
は
無
縁
な
は
ず
だ
か
ら
、
彼
も
ま
た
詩
文
作
 
 

成
に
際
し
て
は
役
に
立
た
な
い
と
中
南
は
見
て
い
た
に
違
い
な
い
。
 
 

2
－
2
…
3
 
通
事
と
唐
音
矯
正
 
 
 

通
草
の
、
日
常
使
っ
て
い
る
不
正
な
唐
音
に
よ
る
不
正
な
「
声
律
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
 
 

ナ
ノ
リ
カ
ヘ
 

ア
サ
マ
 
 
d
今
ノ
適
事
、
韻
錬
ハ
唐
音
ヲ
正
ス
書
ナ
ル
事
ヲ
知
ラ
ズ
。
名
乗
ヲ
返
ス
書
ノ
ミ
ト
思
フ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ノ
浅
間
シ
キ
事
ナ
リ
。
是
 
 

こ
達
セ
シ
ハ
大
潮
和
尚
ナ
リ
。
中
十
七
オ
 
 

｛
t
J
）
 
 
 

こ
の
後
、
唐
音
で
の
 
「
詩
ヤ
詩
経
ノ
唱
ヘ
ヤ
ウ
」
は
大
潮
の
弟
子
に
教
わ
っ
た
こ
と
や
、
大
潮
の
唐
音
の
師
の
こ
と
、
大
潮
の
唐
 
 

音
の
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
中
南
が
当
時
の
中
国
音
で
あ
る
唐
音
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
 
 

詩
文
を
読
む
こ
と
を
必
ず
し
も
是
と
し
て
い
な
い
、
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
排
し
て
、
『
韻
鏡
』
 
で
正
し
た
唐
音
で
も
っ
て
読
む
べ
し
 
 

と
L
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
国
の
ど
の
地
の
方
言
音
で
あ
れ
、
当
時
の
中
国
音
た
る
唐
音
が
全
面
的
に
 
『
韻
鏡
』
 
の
規
矩
に
合
っ
て
 
 

い
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
こ
と
や
前
述
の
よ
う
に
大
潮
は
古
文
辞
学
派
の
唐
音
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
 
 

か
ら
、
右
の
文
は
、
大
潮
や
中
南
ま
た
古
文
辞
学
派
の
人
々
な
ど
、
唐
音
音
読
論
者
の
間
で
は
、
い
わ
ば
改
正
唐
音
が
広
く
用
い
ら
 
 

れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
 
 

2
－
2
－
4
 
対
唐
音
不
要
論
 
 
 

前
項
で
紹
介
し
た
読
書
に
お
け
る
唐
音
に
つ
い
て
の
言
及
の
後
、
「
今
ノ
人
唐
音
ハ
詩
文
ノ
用
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
 
（
中
十
七
オ
）
」
 
 

と
い
う
意
見
つ
ま
り
唐
音
不
要
論
へ
の
反
撃
を
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
音
を
知
ら
な
い
た
め
に
摸
詩
文
に
お
け
る
「
声
律
」
を
誤
 
 

4   
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ク
ヰ
 
 

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
具
体
例
に
沿
い
つ
つ
説
明
し
、
「
声
律
卜
云
ハ
ロ
ザ
ハ
リ
」
 
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
次
い
で
、
和
歌
を
引
 
 

き
な
が
ら
「
声
律
」
 
が
整
っ
て
い
な
い
詩
文
は
唐
人
に
は
見
せ
ら
れ
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
こ
の
項
を
終
え
 
 

る
。
 
 
 

2
予
唐
音
ニ
テ
詩
文
ヲ
作
ル
事
ハ
能
ハ
ザ
レ
ド
モ
、
和
語
こ
テ
作
り
唐
音
こ
テ
諷
諦
シ
テ
必
ズ
正
ス
。
中
十
七
り
 
 
 

こ
の
一
文
は
、
彼
に
お
け
る
実
際
の
漢
詩
文
作
成
の
過
程
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
。
文
面
だ
け
で
は
作
り
 
 

方
の
具
体
的
な
内
容
な
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
文
や
既
に
見
て
き
た
、
そ
れ
以
前
の
言
及
、
さ
ら
に
は
以
後
の
説
明
 
（
2
－
 
 

5
1
1
h
・
2
k
）
 
な
ど
か
ら
、
彼
は
 
（
ま
ず
最
初
に
日
本
文
を
作
り
、
次
に
そ
れ
を
中
国
語
訳
す
る
、
そ
の
過
程
で
唐
音
音
読
を
 
 

キ
ミ
ア
イ
・
 
 

し
て
「
声
律
」
 
（
や
「
助
字
」
「
意
思
」
な
ど
）
を
整
え
る
）
と
い
う
手
順
で
漢
詩
文
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
 
 

も
な
く
こ
れ
は
、
唐
音
音
読
は
漢
詩
文
作
成
上
不
可
欠
だ
と
す
る
、
彼
の
主
張
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

2
－
3
 
南
郭
 
（
1
）
 
 

ク
チ
ア
ィ
 
 
 

同
じ
く
「
作
詩
法
」
 
の
中
の
次
の
、
「
唐
ニ
モ
音
ニ
テ
ロ
合
ヲ
風
流
ト
シ
テ
用
ル
事
ア
リ
 
（
中
十
七
ウ
ニ
と
い
う
書
き
出
し
の
一
 
 

項
で
、
中
南
は
肥
前
に
大
潮
を
訪
れ
た
時
彼
か
ら
直
接
聞
い
た
話
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
す
る
。
 
 
 

f
南
郭
校
訂
の
阻
裸
集
を
中
国
に
紹
介
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
人
に
見
せ
て
も
十
分
通
用
す
る
、
唐
 
 

ク
チ
ア
ノ
1
 
 

音
に
通
じ
た
狙
棟
が
「
口
合
」
＝
同
音
異
義
語
を
「
風
流
ト
シ
テ
用
」
 
い
て
作
っ
た
詩
の
、
そ
の
語
句
を
、
唐
音
を
知
ら
な
い
 
 

【
バ
h
）
 
 

南
郭
が
直
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
 
 
 

租
裸
の
 
「
風
流
」
が
当
時
の
中
国
人
に
本
当
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
阻
裸
門
下
 
 

に
あ
っ
て
文
学
で
名
高
い
南
郭
が
唐
音
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
演
じ
た
「
失
態
」
を
、
大
潮
が
非
難
し
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、
 
 

中
南
は
こ
こ
で
も
、
儒
学
特
に
漢
詩
文
作
成
に
は
唐
音
に
よ
っ
て
そ
れ
を
唱
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。
 
 

な
お
、
f
の
後
で
は
さ
ら
に
、
唐
音
が
有
益
な
こ
と
を
述
べ
た
大
潮
の
別
の
箭
を
紹
介
し
て
い
る
。
 
 

2
－
4
 
南
郭
（
2
）
 
 
 

次
の
項
に
お
い
て
も
南
部
非
難
を
通
し
て
唐
音
音
読
有
益
説
を
説
く
。
中
南
が
長
崎
に
遊
学
し
た
時
唐
音
に
習
熟
し
、
漢
詩
文
作
 
 

5   
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成
に
お
け
る
そ
の
効
周
を
確
信
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 
 

マ
ヘ
カ
タ
タ
ヘ
 
 
g
予
前
方
南
部
集
モ
一
覧
セ
シ
ガ
、
長
崎
以
後
ハ
絶
テ
見
ズ
。
イ
カ
サ
マ
南
都
ハ
唐
音
ヲ
知
ラ
ヌ
人
力
。
中
十
九
オ
 
 
 

続
い
て
唐
音
の
有
益
な
こ
と
を
実
例
で
も
っ
て
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
（
あ
る
集
ま
り
で
南
都
の
詩
を
誉
め
た
人
が
い
た
、
し
 
 

ヒ
ソ
 
か
し
、
そ
の
「
鶴
脊
関
西
天
目
山
」
と
い
う
句
を
「
窃
カ
ニ
唐
草
享
唱
ヘ
テ
見
シ
ニ
声
律
甚
ダ
協
ハ
」
な
か
っ
た
）
こ
と
を
、
各
 
 

爪
7
一
 
漢
字
の
声
調
の
分
析
を
行
い
つ
つ
述
べ
る
。
一
代
の
文
学
者
南
部
を
引
き
合
い
に
出
し
て
行
っ
た
、
彼
の
唐
音
音
読
諭
は
、
儒
学
を
 
 

学
ぶ
当
時
の
人
々
に
相
当
な
衝
撃
を
与
え
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

2
－
5
－
1
 
唐
音
論
（
1
）
 
 

棋
…
絹
㍗
冊
銅
銅
錯
絹
㌍
師
侶
絹
銅
緋
絹
…
齢
（
左
注
ム
ネ
ノ
ウ
チ
）
ニ
榔
鋸
南
シ
 
 

カ
ク
ノ
ノ
シ
ゼ
ン
 
 
ミ
ワ
タ
ル
ニ
ス
レ
バ
、
文
章
ヲ
書
こ
阻
ン
デ
自
然
二
発
出
シ
テ
唐
人
卜
異
ナ
ル
事
ナ
シ
。
和
語
ニ
テ
番
ケ
バ
酋
ク
心
ヲ
用
ル
 
 

ァ
ン
パ
†
サ
ト
 
 
 

テ
ン
タ
フ
サ
ク
チ
 
 
 

者
ハ
顛
倒
錯
置
等
ノ
事
ハ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
助
字
二
重
テ
其
安
排
覚
リ
ガ
タ
シ
。
下
一
オ
 
 
 

読
書
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
文
を
中
国
語
訳
す
る
際
の
、
特
に
「
助
字
」
の
「
安
排
」
に
お
い
て
も
唐
音
音
読
は
 
 

大
い
に
役
立
つ
と
す
る
。
な
お
、
中
国
語
訳
の
時
の
唐
音
の
効
用
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
て
い
る
（
2
－
2
1
4
、
2
－
3
・
4
）
 
 

が
、
こ
こ
で
は
「
声
律
」
で
は
な
く
「
助
字
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
が
異
な
る
。
 
 
 

続
い
て
音
読
の
い
わ
ば
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。
 
 

童
ミ
ア
イ
′
ン
ユ
タ
 
 
1
其
外
字
旬
ノ
ウ
チ
千
言
フ
こ
言
ハ
レ
ヌ
意
思
ア
リ
。
コ
レ
ハ
唐
草
一
熟
セ
シ
人
ナ
ラ
ネ
バ
知
ル
事
能
ハ
ズ
。
下
一
オ
 
 
 

右
の
よ
う
に
述
べ
、
次
い
で
、
唐
音
は
大
い
に
役
立
つ
、
し
か
し
な
が
ら
、
五
年
や
七
牢
で
唐
音
に
熟
達
す
る
の
は
撫
理
で
あ
る
、
 
 

ま
た
よ
し
ん
ば
唐
音
に
「
成
就
」
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
「
漠
語
」
す
な
わ
ち
中
国
語
を
会
得
し
な
け
れ
ば
何
も
な
ら
な
い
、
だ
 
 

い
た
い
そ
の
た
め
に
長
崎
の
通
訳
は
朝
夕
中
国
人
と
親
し
く
話
を
し
て
い
る
の
だ
と
続
け
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
 
 

■
〃
．
」
7
 
 

い
る
通
訳
で
も
「
雅
語
二
至
テ
ハ
唐
音
ニ
テ
通
ズ
ル
事
能
ハ
ズ
」
「
（
だ
か
ら
、
長
崎
通
訳
も
）
文
串
ヲ
酋
ニ
モ
ヤ
ハ
リ
和
語
ニ
テ
酋
 
 

ク
ナ
リ
〒
一
オ
）
」
と
す
る
。
こ
こ
の
「
雅
語
」
と
は
、
そ
の
「
雅
」
や
「
唐
音
ニ
テ
通
ズ
ル
串
能
ハ
」
ぎ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
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ま
た
「
文
章
」
の
元
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
国
古
典
な
い
し
そ
れ
に
準
じ
た
書
物
に
範
を
と
っ
た
漢
詩
文
を
亭
っ
 
 

も
の
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 

そ
し
て
最
後
に
、
唐
音
音
読
か
ら
始
め
て
し
か
る
べ
き
漢
詩
文
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
に
は
「
許
多
ノ
年
月
」
が
必
要
と
さ
れ
る
、
 
 

し
か
し
そ
う
す
る
こ
と
こ
そ
儒
学
を
極
め
る
上
で
の
 
「
至
極
最
上
ノ
良
法
 
（
一
り
）
」
な
の
だ
と
ま
と
め
る
。
 
 
 

以
上
、
こ
こ
で
は
通
訳
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
儒
書
唐
音
音
読
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
彼
の
漢
詩
文
作
成
法
を
説
い
て
い
る
。
 
 

2
－
5
－
2
 
唐
音
論
 
（
2
）
 
 
 

2
－
5
1
1
の
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 

又
∵
リ
ノ
「
ン
 
 
 

j
又
字
音
（
唐
音
）
 
ノ
正
シ
キ
事
ハ
得
ズ
ト
モ
四
書
五
経
等
ヲ
 
（
唐
音
で
）
 
ナ
ラ
ヒ
受
シ
バ
、
大
低
文
字
モ
読
マ
レ
知
ラ
メ
。
字
 
 

ナ
ニ
ワ
ン
 
 

ワ
ゾ
カ
 
 

ハ
反
切
ニ
テ
読
レ
テ
僅
ノ
功
ニ
テ
モ
其
ノ
形
似
ヲ
得
テ
モ
、
其
ノ
業
ハ
成
就
ス
ル
ナ
リ
。
シ
カ
ア
レ
バ
何
分
唐
音
ガ
ヨ
シ
。
此
 
 

ノ
按
排
ハ
唐
音
ヲ
知
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
知
ル
事
ア
タ
ハ
ズ
。
下
一
ウ
 
 
 

儒
書
を
唐
音
音
読
で
習
え
ば
大
体
の
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
業
は
成
就
す
る
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
唐
音
 
 

を
学
ぶ
の
が
よ
い
と
す
る
。
そ
の
後
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
こ
の
項
を
締
め
く
く
る
。
 
 

カ
、
 
 
 

コ
ト
ゴ
ト
 
 
 

カ
ギ
 
 
 

k
サ
レ
ド
モ
唐
音
ハ
長
崎
二
限
ル
ナ
レ
バ
、
海
内
ノ
文
章
二
志
ス
人
悉
ク
コ
レ
ヲ
学
プ
事
能
ハ
ズ
。
シ
カ
レ
バ
和
語
l
ご
丁
書
ザ
 
 

カ
ナ
ガ
キ
 
 

ル
事
ヲ
得
ズ
。
和
語
ニ
テ
書
ク
ハ
古
文
ヲ
和
訓
ニ
テ
仮
名
書
テ
ン
、
ソ
レ
ヲ
漢
字
デ
復
訳
ス
ル
テ
ン
カ
ズ
。
下
一
り
 
 
 

皆
が
皆
唐
音
を
完
全
に
習
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
仕
方
が
な
い
か
ら
、
大
方
の
者
は
、
ま
ず
「
古
文
」
を
和
語
で
仮
名
書
き
 
 

し
、
そ
れ
を
中
国
語
訳
す
る
し
か
な
い
と
言
う
。
「
古
文
」
と
は
日
本
古
来
の
文
す
な
わ
ち
日
本
文
語
文
の
意
と
解
さ
れ
る
が
、
唐
 
 

音
音
読
の
必
然
性
、
効
用
を
強
く
主
張
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
漢
詩
文
を
書
く
と
い
う
段
階
に
あ
っ
て
は
唐
音
の
壁
に
突
き
当
た
っ
 
 

て
し
ま
う
と
言
い
切
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
般
の
日
本
人
は
唐
音
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
 
 

し
、
2
－
2
－
2
・
4
、
ま
た
2
－
5
1
1
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
根
底
に
お
い
て
中
南
は
、
日
本
人
は
所
詮
日
本
人
で
あ
り
中
国
 
 

人
に
は
な
れ
な
い
、
だ
か
ら
中
国
人
の
よ
う
に
最
初
か
ら
中
国
語
で
漢
詩
文
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
思
 
 

わ
れ
る
。
 
 

7   
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2
－
6
 
助
字
 
 

漢
詩
文
の
読
解
作
成
に
お
け
る
「
助
字
」
の
取
り
扱
い
方
を
述
べ
た
項
に
お
い
て
、
「
是
レ
等
（
助
至
ノ
安
排
ハ
唐
音
二
熟
ス
 
 

レ
バ
知
ル
、
ナ
リ
（
下
八
オ
）
」
と
、
ま
た
、
漢
詩
文
作
成
に
際
し
て
は
「
之
」
や
「
於
」
を
用
い
た
り
省
い
た
り
す
る
が
「
是
ハ
 
 

フ  

ア
イ
カ
 
 

文
章
ノ
ツ
リ
合
こ
テ
、
唐
音
デ
ナ
ケ
レ
バ
知
レ
ヌ
ナ
リ
（
下
八
オ
）
」
と
し
、
「
凡
ソ
助
字
ノ
多
ク
ハ
声
音
こ
預
ル
ト
知
ベ
シ
」
と
結
 
 

ぶ
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
連
の
文
は
、
2
！
5
－
1
h
で
紹
介
し
た
中
南
の
言
及
の
最
後
尾
と
同
じ
こ
と
を
、
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
 
 

述
べ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
 
 

2
－
7
 
地
名
 
 
 

「
称
呼
」
の
項
に
お
い
て
、
「
租
来
老
爺
ノ
考
へ
こ
 
（
日
本
の
国
名
は
）
此
間
古
ヨ
リ
ヲ
ノ
コ
ロ
島
卜
称
ス
（
下
十
六
り
）
」
と
、
 
 

そ
の
説
が
狙
棟
説
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
っ
つ
、
そ
の
理
由
は
「
倭
妃
国
ノ
唐
音
（
は
）
ヲ
ノ
コ
」
で
あ
る
点
に
あ
る
と
述
べ
 
 

る
。
 
 

3
 
中
南
と
租
裸
春
台
 
 
 

▲
‥
n
－
 
 
 

本
節
で
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
唐
音
の
取
り
撒
い
に
関
わ
る
中
南
の
発
言
を
、
唐
音
音
読
論
の
先
人
、
阻
練
及
び
春
台
の
そ
れ
と
 
 

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
両
者
は
い
か
な
る
点
で
共
通
し
、
ま
た
い
か
な
る
点
で
相
通
す
る
の
か
を
迫
っ
て
み
る
。
ち
な
み
に
、
中
南
の
 
 

唐
音
に
関
わ
る
そ
の
言
及
に
お
い
て
、
狙
練
や
春
台
の
名
や
著
書
名
あ
る
い
は
著
書
か
ら
の
引
用
な
ど
は
2
－
7
以
外
に
は
見
ら
れ
 
 

な
い
が
、
他
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
所
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
現
れ
て
い
る
。
 
 

3
－
1
 
 
「
2
－
1
平
灰
」
関
係
 
 
 

中
蘭
が
そ
の
必
要
性
を
強
く
主
張
す
る
、
平
伏
に
お
け
る
唐
音
に
つ
い
て
、
租
税
と
春
台
が
直
撃
一
己
及
し
て
い
る
所
を
見
い
だ
す
 
 

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
春
台
は
 
『
倭
読
要
領
』
 
（
以
下
『
要
領
』
と
呼
ぶ
）
 
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

七
イ
ー
ン
セ
ィ
ダ
ク
カ
イ
ガ
ワ
ノ
ユ
√
コ
ハ
ブ
 
 
 

中
聾
ノ
音
ハ
、
諸
ノ
韻
書
こ
ア
ラ
ハ
セ
ル
如
ク
、
四
声
七
音
、
清
濁
開
合
、
種
々
ノ
呼
法
（
左
往
ヨ
ビ
ヤ
ウ
）
、
韻
韻
格
別
こ
 
 

8   
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ハ
ナ
ハ
ダ
七
イ
ピ
 
 

シ
テ
、
甚
精
微
ナ
リ
。
上
八
オ
 
 
 

こ
の
一
文
は
、
平
灰
に
つ
い
て
も
唐
音
音
読
が
有
用
と
い
う
中
南
の
説
に
結
び
つ
か
な
い
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

ク
ヰ
 
 
 

ま
た
、
『
要
領
』
 
の
次
の
一
文
は
、
あ
る
い
は
中
南
の
 
「
大
抵
和
音
こ
テ
ロ
ザ
ハ
ノ
リ
ヨ
キ
ハ
唐
音
こ
テ
モ
ヨ
シ
」
と
い
う
見
方
 
 

に
通
じ
る
所
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

総
ジ
テ
読
書
ハ
、
華
音
こ
テ
モ
倭
読
こ
テ
モ
、
人
ノ
耳
こ
入
テ
聴
ニ
ク
カ
ラ
ヌ
様
二
面
自
キ
棟
二
読
ム
。
是
亦
一
ツ
ノ
用
心
（
左
 
 

往
コ
、
ロ
カ
ケ
）
 
ナ
リ
。
下
二
六
ウ
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
中
南
は
詩
だ
け
で
な
く
漢
文
に
も
唐
音
音
読
が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
阻
裸
や
春
台
に
そ
の
よ
う
な
言
及
は
 
 

ル
り
こ
 
 

見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
、
春
台
に
は
、
訓
読
の
害
を
述
べ
た
後
「
文
章
」
作
成
に
言
及
し
た
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
 
 

ノ
ゾ
 
 

況
ヤ
文
章
ヲ
作
ル
ニ
至
テ
、
倭
語
ノ
習
除
カ
ザ
レ
バ
、
必
字
義
ヲ
誤
り
、
顛
倒
ノ
弊
去
ラ
ザ
レ
バ
、
必
文
理
キ
違
フ
ナ
リ
。
『
要
 
 

領
』
 
上
十
四
オ
 
 
 

こ
れ
は
、
あ
る
い
は
春
台
が
唐
音
音
読
は
漢
詩
文
作
成
に
も
有
用
で
あ
る
と
見
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
一
貫
え
る
の
か
も
し
れ
 
 

な
い
。
 
 
 

な
お
、
「
助
字
」
 
の
こ
と
は
3
－
5
－
1
で
触
れ
る
。
 
 

3
－
2
－
1
 
 「
2
－
2
－
1
声
律
（
1
）
」
関
係
 
 
 

2
－
2
で
紹
介
し
た
、
漢
詩
文
の
作
成
に
唐
音
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
平
灰
の
場
合
と
同
じ
く
3
1
1
で
紹
介
 
 

し
た
『
要
領
』
中
の
一
文
が
あ
る
い
は
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
詩
の
「
諷
詠
」
と
唐
音
と
の
結
び
つ
け
 
 

も
、
狙
裸
や
春
台
に
は
見
ら
れ
な
い
。
 
 

3
！
2
1
2
 
「
2
－
2
－
2
声
律
（
2
）
」
関
係
 
 
 

2
－
2
－
2
や
3
で
紹
介
し
た
「
通
草
」
に
関
し
て
中
南
が
述
べ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
通
訳
に
お
け
る
「
声
律
」
や
「
諷
詠
」
 
 

に
つ
い
て
、
狙
裸
や
春
台
に
触
れ
る
所
は
な
い
。
 
 

3
－
2
－
3
 
「
2
－
2
1
3
通
事
・
唐
音
矯
正
」
関
係
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中
蘭
の
、
通
草
が
『
韻
鍍
』
に
よ
る
唐
音
矯
正
を
知
ら
な
い
こ
と
の
指
摘
は
、
阻
裸
や
春
台
な
ど
に
は
な
い
。
た
だ
し
、
『
韻
鏡
』
 
 

が
漢
字
音
を
正
す
た
め
の
書
で
あ
る
と
す
る
説
や
実
際
に
そ
れ
で
正
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
未
刊
の
著
で
あ
る
が
阻
裸
が
一
七
二
四
 
 

（
享
保
九
）
年
に
著
わ
し
た
『
韻
概
』
 
（
六
六
九
・
六
七
三
・
六
七
五
頁
な
ど
）
 
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
春
台
も
一
七
四
五
 
（
延
 
 

章
二
）
 
年
序
『
斥
非
』
 
〓
四
八
頁
）
 
で
触
れ
て
い
る
。
 
 

3
－
2
－
4
 
「
2
－
2
－
4
対
唐
音
不
要
論
」
関
係
 
 
 

不
要
論
の
紹
介
や
そ
れ
へ
の
反
論
は
、
阻
裸
や
春
台
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
不
要
論
に
関
わ
る
、
唐
音
と
「
ロ
ザ
ハ
リ
」
と
 
 

の
こ
と
、
唐
音
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
漢
詩
文
作
成
の
手
順
な
ど
に
つ
い
て
も
、
租
税
や
春
台
に
触
れ
る
所
は
な
い
。
 
 

3
－
3
・
4
 
「
2
－
3
・
4
蘭
郭
T
－
）
 
（
2
）
」
関
係
 
 
 

唐
音
に
関
し
て
、
南
郭
に
関
わ
る
言
及
は
狙
裸
や
春
台
に
は
見
ら
れ
な
い
。
 
 

3
－
5
－
1
 
 「
2
1
5
－
1
唐
音
論
（
1
）
」
関
係
 
 
 

申
南
は
儒
番
唐
音
音
読
を
最
高
の
読
書
法
と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
狙
裸
や
春
台
も
同
様
で
あ
る
（
一
七
一
四
（
正
徳
四
）
刊
『
訳
 
 

文
笠
蹄
』
 
（
初
二
り
、
七
オ
ウ
、
以
下
『
笠
蹄
』
と
呼
ぶ
）
、
『
要
領
』
 
工
二
オ
、
中
三
八
オ
、
下
三
二
り
）
な
ど
）
。
な
お
、
中
南
 
 

の
、
唐
音
と
「
漢
語
」
「
文
章
」
「
雅
語
」
な
ど
と
の
結
び
つ
け
、
す
な
わ
ち
漢
詩
文
作
成
に
お
い
て
唐
音
音
読
が
不
可
欠
で
あ
る
と
 
 

す
る
こ
と
に
対
応
す
る
よ
う
な
言
及
に
つ
い
て
は
、
3
－
2
－
1
と
同
様
、
3
－
1
に
お
け
る
平
伏
の
場
合
に
準
じ
る
。
 
 

丁
ン
パ
ノ
1
り
ト
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
中
南
は
漢
詩
文
の
作
成
に
お
け
る
唐
音
の
効
用
に
つ
い
て
は
、
「
（
唐
音
音
読
を
し
な
い
と
）
助
字
二
至
テ
其
安
排
覚
 
 

リ
ガ
タ
シ
」
と
、
「
助
字
」
に
お
い
て
特
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
2
－
1
で
紹
介
し
た
「
詩
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
文
 
 

ク
ナ
 
 

章
モ
唐
音
デ
唱
テ
見
ネ
バ
、
ロ
ザ
ハ
リ
シ
レ
ヌ
ナ
リ
。
肋
字
ナ
ド
ハ
尚
サ
ラ
ナ
リ
」
と
、
怒
が
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
 
 

「
助
字
」
に
つ
い
て
繰
り
返
し
唐
音
音
読
の
益
を
述
べ
て
い
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
租
税
や
容
台
に
は
も
と
も
と
漢
詩
文
作
 
 

成
に
お
け
る
唐
音
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
横
棒
的
、
妓
体
的
、
明
示
的
に
述
べ
る
所
は
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
と
「
助
字
」
 
 

に
関
し
て
は
二
人
に
次
の
よ
う
な
言
及
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
 
 

く
ん
 
 

ぺ
し
え
ん
 
 

①
租
税
＝
唐
音
に
対
す
る
「
方
言
（
日
本
語
こ
に
関
し
て
、
「
其
の
、
『
也
・
央
・
焉
』
 
の
類
、
方
言
（
日
本
語
）
 
の
訓
ず
べ
き
も
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な 

り
 
 
 

♂
お
山
り
か
 
 
 

ひ
L
 
 
 

の
無
く
し
て
、
而
も
此
の
方
の
助
声
も
亦
た
文
字
有
る
こ
と
莫
き
と
き
は
、
則
ち
彼
此
の
語
脈
、
文
勢
転
析
の
則
、
自
ら
殊
な
 
 
 

る
こ
と
を
知
る
な
り
」
 
（
『
笠
蹄
』
 
五
四
八
頁
、
戸
川
芳
郎
訓
読
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
謹
圃
随
筆
』
 
で
も
、
「
和
訓
類
例
」
 
 
 

の
結
果
漢
詩
文
作
成
に
お
い
て
生
じ
る
問
題
を
指
摘
す
る
中
で
、
「
而
」
「
則
」
「
者
」
「
也
」
な
ど
の
使
用
に
お
け
る
誤
り
が
あ
る
 
 
 

こ
と
を
述
べ
た
後
、
「
殊
に
知
ら
ず
、
文
章
お
の
お
の
体
格
あ
り
。
故
に
多
く
助
字
を
用
ふ
る
者
、
少
な
く
用
ふ
る
者
、
全
く
用
 
 
 

ひ
ざ
る
者
あ
り
、
み
な
そ
の
声
勢
語
気
如
何
ん
と
視
る
の
み
 
三
三
五
頁
、
西
田
太
一
郎
訓
読
）
」
と
し
て
い
る
。
 
 

ン
ゼ
ン
 
 

ン
ヨ
ゴ
‥
ン
ス
テ
 
 

②
春
台
＝
「
倭
読
ニ
ハ
助
語
辞
ヲ
捨
テ
読
マ
ザ
ル
故
ニ
、
ア
ラ
ユ
ル
肋
字
皆
無
用
ノ
字
ト
ナ
リ
テ
、
自
然
二
聾
語
ノ
意
味
ヲ
失
フ
ナ
 
 

ン
ヨ
ゴ
／
 
 
 

リ
。
」
『
要
領
』
 
（
上
十
三
り
）
 
 
「
助
字
」
は
「
助
語
辞
」
と
同
義
と
言
え
よ
う
が
、
読
書
に
お
い
て
、
訓
読
で
は
読
ま
な
い
 
（
こ
 
 
 

と
が
多
い
）
 
「
助
字
」
を
ど
う
取
り
扱
う
か
は
、
し
ば
し
ば
儒
者
の
話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

狙
徐
に
お
い
て
も
春
台
に
お
い
て
も
、
唐
音
音
読
は
、
「
方
言
」
で
の
読
み
す
な
わ
ち
「
倭
読
」
 
‖
‖
訓
読
と
常
に
対
立
的
に
取
り
 
 

扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
顧
み
る
と
、
こ
れ
ら
両
人
の
発
言
は
、
漢
詩
文
作
成
と
の
関
わ
り
を
文
面
で
こ
そ
明
示
し
て
い
な
い
 
 

ン
ヨ
ゴ
シ
 
 

も
の
の
、
暗
に
（
唐
音
音
読
を
す
れ
ば
、
読
解
や
漢
詩
文
作
成
に
お
い
て
「
助
語
辞
」
の
処
理
を
誤
ら
な
い
）
と
い
う
こ
と
、
す
な
 
 

ア
㌧
ノ
ハ
ノ
ー
 
 

わ
ち
、
中
南
の
 
（
唐
音
音
読
は
「
助
字
」
 
の
「
安
排
」
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
）
と
い
う
説
に
通
じ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
な
い
で
も
 
 

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
2
－
6
参
照
）
。
な
お
、
中
南
は
唐
音
音
読
の
効
用
を
述
べ
る
に
際
し
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
言
フ
ニ
言
 
 

キ
ミ
ア
ィ
 
 

ハ
レ
ヌ
意
思
」
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
得
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
阻
練
や
春
台
に
触
れ
る
所
は
な
い
。
ま
 
 

た
、
中
南
の
、
通
訳
は
「
雅
語
」
に
は
通
じ
て
い
な
い
た
め
、
漢
詩
文
を
中
国
人
の
よ
う
に
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
こ
 
 

と
に
つ
い
て
も
、
狙
裸
等
に
は
述
べ
る
所
が
な
い
。
 
 

3
－
5
－
2
 
「
2
－
5
－
2
唐
音
論
（
2
）
」
関
係
 
 
 

中
南
の
、
儒
書
の
唐
音
音
読
が
漢
字
音
の
習
得
に
大
い
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
狙
裸
と
春
台
に
触
れ
る
所
は
な
い
。
 
 

し
か
し
、
唐
音
音
読
論
者
に
と
っ
て
は
、
彼
が
正
音
と
認
め
る
唐
音
に
よ
る
音
読
は
必
然
的
に
正
し
い
漢
字
昔
の
習
得
に
通
じ
る
と
 
 

い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
春
台
は
、
唐
音
に
よ
っ
て
呉
音
漢
音
の
正
否
を
判
断
し
た
り
（
『
要
領
』
上
八
オ
）
、
漢
字
音
 
 

の
矯
正
に
は
韻
学
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
唐
音
（
「
華
音
」
）
で
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
明
言
し
て
い
た
り
し
て
い
る
（
同
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十
七
オ
）
。
『
要
領
』
 
が
ど
の
く
ら
い
中
南
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
 
 

も
租
裸
や
春
台
と
の
関
係
に
あ
っ
て
は
、
中
南
の
言
及
の
、
そ
の
萌
芽
は
阻
裸
や
春
ム
ロ
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

一
方
、
唐
音
音
読
断
念
の
理
由
と
し
て
中
南
は
、
学
習
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
阻
経
と
同
じ
で
あ
 
 

ヨ
ミ
 

ヨ
ウ
ィ
 

ー
ノ
 
 

∴
州
∵
 
 

る
（
『
笠
蹄
』
五
五
六
頁
）
。
ま
た
、
春
台
は
「
吾
国
ノ
人
こ
シ
テ
、
華
音
ノ
読
ヲ
習
フ
コ
ト
容
易
ナ
ラ
ネ
バ
、
巳
コ
ト
ヲ
得
ズ
シ
テ
、
 
 

シ
ン
 

ノ
キ
 
 

ヨ
ミ
 
倭
語
ノ
読
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
（
『
要
領
』
上
二
オ
）
」
、
あ
る
い
は
、
「
若
真
ノ
聾
者
ヲ
知
ン
ト
オ
モ
ハ
ヾ
、
其
師
二
就
テ
間
フ
ベ
シ
。
筆
札
 
 

7
．
ラ
 
 

こ
見
ハ
シ
ガ
タ
シ
 
（
同
八
り
）
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
中
南
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

な
お
、
2
i
5
1
2
に
も
中
南
の
、
唐
音
音
読
と
漢
詩
文
作
成
と
の
強
い
結
び
つ
け
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
3
 
 

－
2
－
1
な
ど
と
同
様
に
3
－
1
平
伏
の
場
合
に
準
じ
る
。
 
 

3
－
6
 
「
2
－
6
助
字
」
関
係
 
 
 

唐
音
と
「
助
字
」
と
の
結
び
つ
け
て
い
る
こ
の
項
に
つ
い
て
は
3
－
5
－
1
参
照
。
 
 

3
－
7
 
「
2
1
7
地
名
」
関
係
 
 
 

中
南
み
ず
か
ら
、
こ
と
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
地
名
に
つ
い
て
は
、
解
釈
を
狙
棟
に
よ
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

4
 
近
世
唐
音
音
読
論
の
歴
史
に
お
け
る
中
南
 
 

こ
れ
ま
で
、
唐
音
や
唐
音
音
読
に
関
わ
る
中
南
の
言
及
を
整
理
し
、
次
い
で
彼
を
先
人
阻
裸
及
び
春
台
と
比
べ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
項
目
に
お
い
て
し
か
る
べ
き
言
及
に
基
づ
い
た
比
較
が
必
ず
し
も
十
分
行
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
お
の
 
 

ず
と
中
南
の
特
色
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
の
節
で
は
、
折
々
彼
ら
以
外
の
人
物
の
言
及
も
視
野
に
入
 
 

れ
な
が
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
ま
と
め
、
そ
の
後
、
そ
の
ま
と
め
に
基
づ
き
な
が
ら
、
阻
裸
や
春
ム
ロ
が
中
心
と
な
 
 

っ
て
い
る
唐
音
音
読
論
の
歴
史
に
お
い
て
、
中
南
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
、
迫
っ
て
み
る
。
 
 

4
－
－
 
 
中
南
の
特
色
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4
1
－
－
1
 
唐
音
と
漢
詩
文
作
成
 
 

ク
ナ
 
 
 

中
南
の
言
及
を
通
し
て
見
て
み
る
と
即
座
に
、
彼
は
唐
音
に
関
し
て
は
「
平
灰
」
「
声
律
」
「
ロ
ザ
ハ
リ
」
「
諷
詠
」
「
助
字
」
な
ど
 
 

パ
イ
ナ
カ
ラ
ッ
†
ヤ
 

と
い
っ
た
漢
詩
文
関
係
の
語
を
用
い
つ
つ
、
ま
た
時
に
は
実
例
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
り
鑑
賓
に
ま
で
話
題
を
広
げ
た
り
し
な
が
 
 

ら
、
阻
彿
や
春
台
が
少
な
く
と
も
そ
れ
と
明
言
し
て
い
な
い
 
（
唐
音
は
漢
詩
文
作
成
に
不
可
欠
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
を
一
貫
し
て
 
 

一
‖
一
 
 

述
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
彼
の
唐
音
関
係
の
言
及
に
お
い
て
、
漢
詩
文
作
成
に
全
然
関
係
 
 

が
な
い
も
の
は
唯
一
、
地
名
に
つ
い
て
単
純
な
説
明
を
施
し
て
い
る
2
－
7
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
 
 

中
南
は
2
1
5
や
3
－
5
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
狙
裸
や
春
台
と
同
じ
く
儒
者
読
書
に
お
け
る
唐
音
音
読
の
必
要
性
を
認
め
て
い
な
 
 

い
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
述
べ
て
い
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
2
－
5
に
お
い
て
も
話
題
は
結
局
作
成
の
方
に
向
か
っ
て
 
 

い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
儒
書
音
読
に
関
わ
っ
て
は
 
『
捷
径
』
 
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
一
文
も
あ
る
。
 
 

カ
タ
 
 

カ
ラ
 
 

我
ガ
日
本
人
ノ
唐
山
ノ
学
問
ス
ル
ハ
、
唐
人
ヨ
リ
モ
一
倍
ノ
工
夫
ヲ
費
ス
事
ニ
テ
、
甚
難
キ
事
ナ
リ
。
何
ン
ト
ナ
レ
バ
、
唐
山
 
 

ワ
カ
 

ム
テ
ン
モ
′
 
 

ノ
書
ノ
文
理
モ
分
レ
字
義
モ
詳
ニ
ナ
リ
、
無
点
物
サ
ラ
〈
ト
読
マ
ル
、
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
、
是
学
問
ノ
半
功
ナ
リ
。
カ
ヤ
ウ
ニ
ナ
 
 

リ
テ
唐
人
ノ
無
学
ノ
人
卜
平
等
ナ
リ
。
上
一
オ
 
 
 

「
無
点
物
」
と
は
訓
点
の
な
い
書
物
の
こ
と
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
中
南
は
読
書
は
一
般
に
訓
読
で
行
う
と
い
う
こ
 
 

と
を
前
提
と
し
て
こ
の
一
文
を
書
い
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
も
し
阻
徐
（
『
笠
蹄
』
 
五
五
五
頁
）
 
の
言
う
よ
う
な
、
唐
音
音
読
を
大
 
 

前
提
と
す
る
「
最
上
乗
」
の
読
書
法
を
中
南
が
初
学
者
に
求
め
て
い
た
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
「
唐
山
ノ
音
ノ
文
理
モ
分
レ
字
義
モ
 
 

詳
こ
ナ
リ
…
唐
音
こ
テ
サ
ラ
〈
読
マ
ル
、
ヤ
ウ
ニ
ナ
」
 
っ
て
初
め
て
「
唐
人
卜
平
等
」
 
に
な
る
と
書
い
た
に
違
い
な
い
。
否
、
唐
 
 

音
音
読
の
大
先
達
、
狙
裸
と
春
ム
ロ
が
結
局
少
な
く
と
も
全
初
学
者
に
お
け
る
儒
者
唐
音
音
読
を
断
念
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
中
南
 
 

が
儒
書
唐
音
音
読
を
彼
の
読
書
法
の
中
心
に
据
え
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
儒
書
唐
音
音
読
は
備
蓄
 
 

唐
音
音
読
と
し
て
決
し
て
軽
ん
じ
て
な
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
含
み
に
お
い
て
、
彼
は
 
『
捷
径
』
 
で
漢
詩
文
作
成
に
お
い
て
も
唐
音
 
 

音
読
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
特
に
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
狙
裸
や
春
台
と
の
関
わ
り
 
 

合
い
に
お
け
る
彼
の
最
大
の
特
色
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
自
身
の
、
唐
音
を
利
用
し
た
漢
詩
文
の
作
り
方
（
2
）
を
披
露
し
て
い
る
点
も
ま
た
、
 
 

中
南
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

4
－
1
－
2
 
唐
音
音
読
と
通
訳
（
及
び
中
国
人
）
・
唐
音
習
得
の
困
難
さ
 
 

■
1
2
〉
 
 
 

中
南
は
唐
音
音
読
論
を
、
日
本
儒
者
だ
け
で
な
く
通
訳
（
や
中
国
人
）
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
み
ず
か
ら
 
 

■
l
‥
l
■
 
 

の
直
接
体
験
や
見
聞
を
通
じ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
完
全
な
唐
音
習
得
は
至
難
の
業
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
こ
れ
ら
二
点
は
、
見
て
 
 

き
た
よ
う
に
、
阻
裸
や
春
台
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
れ
も
ま
た
彼
に
至
っ
て
初
め
て
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

4
－
2
 
中
南
の
特
色
と
位
置
 
 
 

狙
裸
と
春
台
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
右
に
述
べ
て
き
た
中
南
の
特
色
は
、
す
べ
て
狙
裸
以
降
の
唐
音
音
読
論
に
お
け
る
彼
の
位
置
 
 

を
反
映
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
2
－
7
や
4
－
1
－
2
で
述
べ
た
よ
う
な
、
唐
音
音
読
の
要
不
要
に
つ
い
て
の
 
 

周
辺
的
な
こ
と
は
と
も
か
く
と
す
る
と
、
彼
は
阻
練
達
の
儒
書
唐
音
音
読
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
漢
詩
文
作
成
に
お
け
る
唐
音
論
を
積
 
 

極
的
に
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

た
だ
、
こ
こ
に
な
ぜ
彼
は
そ
の
よ
う
な
位
置
に
い
た
の
か
、
な
ぜ
漢
詩
文
作
成
面
に
力
を
注
い
だ
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
 
 

く
る
。
以
下
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
儒
者
読
書
や
漢
詩
文
作
成
の
あ
り
方
な
ど
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
し
て
み
る
。
 
 

4
－
2
1
1
 
 漢
詩
文
作
成
面
へ
の
傾
倒
 
 
 

彼
が
漢
詩
文
作
成
に
お
け
る
唐
音
に
傾
倒
し
た
そ
の
理
由
は
、
実
は
既
に
2
－
2
－
4
で
見
た
。
つ
ま
り
、
当
時
唐
音
音
読
は
漠
 
 

r
‖
－
 
 

詩
文
の
作
成
に
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
の
で
、
彼
は
唐
音
音
読
論
者
と
し
て
そ
れ
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
 
 

な
が
ら
、
こ
れ
は
た
だ
単
に
事
実
関
係
を
な
ぞ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
即
座
に
、
で
は
な
ぜ
彼
に
至
っ
て
そ
れ
が
問
わ
 
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

4
1
2
－
2
 
読
書
と
漢
詩
文
作
成
と
に
お
け
る
唐
音
 
 
 

狙
裸
と
春
台
は
儒
書
唐
音
音
読
の
提
唱
と
実
行
に
力
を
注
い
だ
。
こ
れ
は
書
物
を
通
し
て
の
外
国
文
化
摂
取
の
あ
り
方
を
顧
み
る
 
 

と
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
に
こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
第
一
歩
は
そ
の
外
国
の
書
物
を
読
む
こ
と
、
特
に
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ー
1
n
∵
 
 

そ
の
外
国
語
の
音
で
も
っ
て
読
む
こ
と
に
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
儒
学
の
場
合
、
お
お
よ
そ
中
古
初
期
以
前
は
音
読
が
（
も
）
 
 

行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
古
中
期
以
降
は
ほ
ぼ
訓
読
の
み
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
、
そ
の
当
時
の
中
国
昏
た
る
唐
音
を
知
っ
た
儒
 
 

者
が
現
れ
、
そ
し
て
そ
の
中
の
あ
る
者
が
唐
音
音
読
を
主
張
し
始
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
特
に
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
 
 

ば
入
明
禅
僧
桂
庵
玄
樹
（
－
畠
叫
～
－
g
0
0
）
は
そ
の
内
の
一
人
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
唐
音
音
読
を
知
っ
た
者
の
」
人
と
し
て
 
 

狙
練
達
が
、
何
は
と
も
あ
れ
儒
学
受
信
の
筑
二
歩
で
あ
る
読
番
の
場
で
唐
音
音
読
を
採
用
す
べ
き
と
述
べ
た
の
は
、
必
然
の
成
り
行
 
 

川
－
 
 

き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

で
は
、
一
方
の
漢
詩
文
作
成
に
お
け
る
唐
音
の
場
合
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

酋
物
を
通
し
て
行
わ
れ
る
外
国
文
化
受
容
の
最
終
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
外
国
語
で
も
っ
て
新
た
に
文
を
作
る
こ
と
が
行
わ
れ
 
 

る
。
読
書
を
受
信
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
そ
の
外
国
語
に
よ
る
発
信
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
儒
学
に
あ
っ
て
は
番
記
言
語
た
る
漢
 
 

詩
文
の
作
成
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
場
合
、
受
信
が
先
、
発
信
は
後
、
と
い
う
順
序
は
不
変
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
初
は
と
も
 
 

か
く
漢
詩
文
に
慣
れ
親
し
ん
で
行
く
に
つ
れ
、
発
信
受
信
が
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
発
信
が
先
と
い
う
こ
と
も
 
 

7
 
 

あ
る
よ
う
に
は
な
る
。
し
か
し
、
日
本
儒
学
に
と
っ
て
ま
ず
舐
二
に
な
す
べ
き
こ
と
は
儒
書
を
読
み
、
解
読
す
る
こ
と
で
あ
み
ご
」
 
 

れ
を
唐
音
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
租
税
や
春
台
に
と
っ
て
は
儒
者
唐
音
音
読
の
捉
咽
と
実
践
こ
そ
が
第
諭
の
急
務
で
あ
っ
た
 
 

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
ら
に
は
漢
詩
文
作
成
に
お
け
る
唐
音
音
読
の
こ
と
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
 
 

げ
る
姿
勢
が
、
少
な
く
と
も
は
っ
き
り
と
は
認
め
ら
れ
な
い
理
由
が
、
備
蓄
唐
音
音
読
 

の
先
行
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
 
 

一
ほ
ー
 
 

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
来
日
本
儒
学
に
お
い
て
は
受
信
だ
け
で
な
く
発
信
も
ま
た
重
安
に
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
優
れ
 
 

た
漢
詩
文
を
作
れ
る
と
い
う
こ
と
は
儒
者
境
南
の
名
誉
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
受
信
＝
儒
番
読
番
に
不
可
欠
と
さ
れ
る
唐
音
音
読
 
 

が
、
発
信
＝
漢
詩
文
作
成
に
お
い
て
も
有
用
な
の
か
ど
う
か
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
儒
学
界
で
は
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
で
あ
っ
 
 

た
こ
と
、
そ
し
て
、
中
南
当
時
は
既
に
議
論
が
進
み
、
不
要
論
ま
で
出
さ
れ
る
く
ら
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
唐
音
論
者
 
 

の
中
南
は
漢
詩
文
作
成
に
お
け
る
唐
音
の
必
要
性
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

15   



近世中期儒学における唐音 一平賀rlJ南を中心として岬  89  

4
－
2
－
3
 
中
南
の
位
置
 
 
 

こ
の
よ
う
な
受
信
轟
信
に
関
わ
る
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
、
本
節
4
－
2
で
の
中
南
の
位
置
付
け
を
改
め
て
見
て
み
る
と
、
唐
音
 
 

音
読
論
の
歴
史
に
お
い
て
中
南
は
次
の
よ
う
な
位
置
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

唐
音
音
読
論
の
深
化
と
と
も
に
、
受
信
の
第
一
歩
で
あ
る
儒
審
音
読
面
だ
け
で
な
く
、
発
信
面
で
あ
る
湛
詩
文
作
成
に
お
け
る
 
 
 

そ
の
学
的
効
用
も
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、
中
南
は
、
阻
繰
や
春
ム
口
達
の
儒
審
唐
音
音
読
論
 
 

を
受
け
つ
つ
、
漢
詩
文
作
成
に
お
け
る
唐
音
音
読
に
対
し
て
出
さ
れ
た
不
要
論
へ
の
反
論
を
行
い
、
ま
た
そ
の
意
義
・
必
要
性
 
 

を
強
く
訴
え
か
け
て
、
唐
音
音
読
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
 
 

5
 
今
後
の
課
題
 
 

唐
音
音
読
に
つ
い
て
論
じ
た
儒
者
は
、
も
と
よ
り
阻
裸
春
台
ま
た
中
南
だ
け
で
な
い
。
本
稿
で
折
々
触
れ
た
唐
音
学
習
の
先
駆
者
 
 

芳
州
や
朱
子
学
者
北
海
、
ま
た
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
古
義
学
の
流
れ
を
く
む
原
双
桂
（
－
コ
0
0
～
－
謡
3
な
ど
に
は
、
中
南
と
 
 

関
わ
る
言
及
が
少
な
く
な
い
。
▲
方
、
古
文
辞
学
派
の
内
に
は
、
阻
練
や
春
ム
ロ
を
受
け
、
積
極
的
に
唐
音
音
読
論
を
推
進
し
た
人
物
 
 

は
い
な
い
。
今
後
は
、
唐
音
音
読
論
の
展
開
に
お
け
る
中
南
の
位
置
を
さ
ら
に
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
に
、
彼
と
狙
裸
や
春
台
だ
け
 
 

で
な
く
そ
の
外
の
儒
者
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 
 

中
南
に
お
け
る
唐
音
に
つ
い
て
は
、
既
に
石
崎
（
一
七
〇
－
二
頁
）
 
に
論
が
あ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
内
題
は
上
巻
の
み
な
ら
ず
中
巻
下
巻
も
「
日
新
堂
学
範
巻
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

中
南
は
文
雄
 
（
－
3
0
～
の
巴
 
著
一
七
四
四
年
（
延
享
こ
 
刊
『
磨
光
韻
鏡
』
を
称
賛
し
て
い
る
 
（
上
二
五
り
）
 
こ
と
や
、
『
磨
光
韻
鍍
』
 
 

は
日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
唐
音
を
用
い
た
『
韻
鏡
』
 
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
文
雄
は
漢
字
音
に
関
し
て
後
世
に
絶
大
な
影
響
を
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与
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
唐
音
知
ラ
ヌ
者
ノ
韻
鏡
ヲ
」
以
下
は
『
磨
光
韻
銃
』
等
、
文
雄
を
踏
ま
え
た
発
言
と
見
ら
れ
る
。
 
 

（
4
）
 
な
お
、
中
南
は
「
声
律
」
に
関
す
る
唐
音
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
「
和
音
」
や
「
和
歌
」
（
中
七
り
、
中
十
七
り
、
2
－
2
－
4
）
な
 
 
 

ど
、
日
本
古
来
の
も
の
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
 
 

コ
ロ
 
 

（
5
）
 
な
お
、
こ
こ
で
中
南
は
「
（
大
潮
和
尚
は
）
其
ノ
比
岡
島
ナ
ド
ノ
適
事
ノ
ヨ
キ
人
ア
リ
テ
、
阻
裸
ナ
ド
、
切
磋
シ
テ
 
（
唐
音
を
）
学
ビ
 
 
 

シ
人
ナ
リ
（
中
十
七
オ
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
阻
裸
は
大
潮
を
自
身
の
唐
音
の
師
と
し
て
い
る
（
石
崎
山
一
六
頁
）
。
阻
 
 
 

彿
は
あ
る
い
は
大
潮
に
敬
意
を
表
し
て
自
身
の
師
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
狙
裸
の
言
及
に
従
う
と
こ
ろ
、
儒
学
に
お
け
る
唐
音
音
 
 
 

読
の
第
一
の
提
唱
者
狙
裸
か
ら
し
て
改
正
唐
音
を
用
い
て
い
た
の
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
阻
裸
は
韻
学
に
対
し
て
並
々
で
な
い
 
 
 

関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
唐
音
を
韻
学
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
刊
行
 
 
 

書
で
初
め
て
明
言
し
た
の
は
、
春
台
（
一
七
二
八
 
（
享
保
十
三
）
年
刊
『
倭
読
要
領
』
）
 
で
あ
る
。
ま
た
、
韻
学
と
唐
音
を
実
際
に
か
つ
 
 
 

全
面
的
に
結
び
つ
け
た
の
は
文
雄
の
 
『
磨
光
雄
鏡
』
が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
顧
み
る
と
、
儒
学
に
お
け
る
改
正
唐
音
使
用
の
 
 

開
始
は
、
春
台
以
降
と
も
文
雄
以
降
と
も
考
え
う
る
。
 
 

（
6
）
 
阻
裸
は
「
屈
子
」
「
橘
子
」
の
唐
音
は
と
も
に
ケ
ツ
ウ
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
が
、
南
部
は
後
者
を
「
屈
原
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た
 
 

と
い
う
 
（
中
十
八
オ
）
。
 
 

（
7
）
 
g
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
狙
彿
の
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
南
部
は
唐
音
音
読
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
 
（
石
崎
一
二
〇
 
 
 

頁
）
。
中
南
の
南
郭
非
雉
の
背
景
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
強
い
反
発
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

（
8
）
 
こ
れ
は
も
と
よ
り
、
粗
雑
以
前
の
近
世
儒
学
に
お
い
て
儒
蕃
唐
音
音
読
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
 
 
 

な
い
。
提
唱
と
呼
べ
る
ほ
ど
に
儒
学
界
に
対
し
て
唐
音
音
読
を
強
く
主
張
し
た
人
物
は
、
阻
練
以
前
に
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
 
 

べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
例
え
ば
雨
蘇
芳
州
（
－
票
∞
～
－
謡
巴
は
、
そ
の
著
山
七
八
六
 
（
天
明
六
）
年
刊
『
橘
窓
茶
話
』
 
（
四
 
 
 

〇
四
頁
）
 
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
番
ハ
直
読
ヨ
リ
善
ク
ハ
莫
シ
。
否
レ
バ
則
チ
字
義
ノ
精
粗
詞
路
ノ
逆
順
、
何
二
由
リ
テ
カ
知
 
 

ル
コ
ト
ヲ
得
ン
」
 
こ
れ
も
儒
蕃
唐
音
音
読
論
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
 
 

（
9
）
 
な
お
、
阻
殊
の
発
言
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
い
が
、
彼
の
言
葉
を
弟
子
が
集
め
た
と
推
察
さ
れ
る
一
七
三
八
完
文
三
）
年
刊
『
訓
訳
 
 
 

示
蒙
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
「
今
時
大
儒
ト
ヨ
パ
ル
、
モ
ノ
昔
タ
ル
文
又
ハ
蕃
ヲ
諦
ズ
ル
こ
誤
り
多
ク
、
又
ハ
儒
道
ヲ
行
 
 

寸
心
り
 
 
 

フ
ト
テ
ア
シ
キ
風
俗
ニ
ナ
ル
モ
、
皆
唐
人
詞
ヲ
合
点
セ
ズ
、
笑
シ
ク
心
得
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。
故
二
此
訳
文
ヲ
学
バ
ズ
シ
テ
、
書
籍
ヲ
見
テ
理
 
 
 

ノ
高
妙
ヲ
談
ジ
、
詩
ヲ
作
リ
テ
巧
ミ
ナ
ラ
ン
事
ヲ
欲
ス
ル
ハ
、
タ
ト
ヘ
バ
倭
語
ヲ
知
ラ
ヌ
唐
人
ガ
倭
ノ
双
紙
ヲ
学
ビ
、
歌
ヲ
上
手
ニ
ナ
ラ
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ン
ト
云
ガ
ゴ
ト
シ
 
（
四
四
〇
貫
）
」
。
こ
こ
に
は
唐
音
と
い
う
語
は
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
が
立
派
な
漢
詩
文
を
作
る
た
め
に
 
 
1
8
 
 

は
中
国
語
に
よ
く
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
文
意
の
内
に
は
、
あ
る
い
は
、
唐
音
音
読
が
よ
く
で
き
な
け
れ
ば
よ
い
漢
詩
文
 
 

を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
2
－
3
－
か
ら
、
阻
彿
は
唐
音
音
読
が
漢
 
 

詩
文
作
成
に
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
た
の
で
な
い
か
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

な
お
、
祖
裸
門
下
で
な
い
が
熱
心
な
唐
音
音
読
論
者
だ
っ
た
秋
山
玉
山
こ
3
N
～
霞
も
、
一
七
五
九
（
宝
暦
九
）
年
刊
『
時
習
館
学
 
 

規
』
（
二
〇
四
二
一
一
〇
二
一
一
一
軍
で
、
唐
音
音
読
学
習
を
必
修
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
師
が
得
ら
れ
な
い
た
め
実
現
で
き
な
い
旨
 
 

の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

湯
浅
常
山
こ
⊇
∞
～
∞
－
）
著
一
七
四
九
・
五
三
年
等
成
立
貢
会
雑
記
』
の
次
の
記
事
は
、
狙
裸
が
儒
者
に
お
け
る
唐
音
音
読
に
の
み
 
 

に
関
心
が
あ
っ
た
、
な
い
し
少
な
く
と
も
そ
れ
を
第
一
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
か
凸
「
子
式
、
聾
者
ノ
コ
ト
ヲ
棟
翁
 
 

こ
間
シ
ニ
、
イ
ヤ
イ
ヤ
マ
ア
ヒ
ン
ト
ン
ト
詩
ヲ
ウ
タ
ヘ
バ
、
モ
ツ
タ
イ
ガ
ア
リ
テ
、
子
式
ハ
撃
音
ヲ
知
り
タ
ル
ホ
ド
ニ
、
詩
上
手
ナ
ル
ラ
 
 

ン
ト
人
ガ
思
ン
ト
笑
ハ
レ
タ
リ
 
（
二
五
五
頁
）
」
な
お
、
子
式
は
狙
裸
の
弟
子
高
野
蘭
亭
（
－
⊇
料
～
∽
3
。
 
 
 

な
お
、
申
南
と
同
様
、
単
に
唐
音
や
唐
話
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
は
、
優
れ
た
漢
詩
文
は
作
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
儒
者
は
外
に
も
い
る
。
 
 

i
雨
蘇
芳
州
一
七
八
九
 
（
寛
政
一
）
年
刊
『
た
は
れ
ぐ
さ
』
 
 
 

も
ろ
こ
し
の
こ
と
ば
し
ら
ず
し
て
、
詩
作
り
、
文
か
く
事
な
る
ま
じ
と
、
も
ろ
こ
し
こ
と
ば
ま
な
べ
る
人
は
、
必
い
へ
る
を
、
も
ろ
 
 
 

こ
し
の
こ
と
ば
し
り
た
る
人
の
、
詩
文
を
見
る
に
、
さ
ま
で
か
は
り
た
る
事
な
け
れ
ば
と
、
ま
た
あ
る
人
の
い
へ
る
、
こ
れ
は
み
な
 
 

せ
い
く
わ
 
 
 

か
た
 
 
そ
の
ひ
と
方
の
み
を
、
し
れ
る
こ
と
ば
な
る
べ
し
。
詩
文
は
言
葉
の
精
華
な
る
も
の
な
れ
ば
、
言
葉
を
し
ら
ず
し
て
、
い
か
で
か
精
 
 
 

華
を
も
と
む
べ
き
。
…
さ
れ
ど
詩
文
を
よ
く
せ
ぬ
も
ろ
こ
し
人
、
い
か
ほ
ど
も
あ
れ
ば
、
も
ろ
こ
し
こ
と
ば
し
り
た
る
と
て
、
詩
文
 
 
 

を
よ
く
す
べ
き
に
 l

 

ふ
み
と
、
1
し
 
 
ど
、
詩
作
り
、
文
か
く
事
は
し
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
そ
れ
が
し
の
つ
た
な
き
を
見
て
、
も
ろ
こ
し
こ
と
ば
す
て
た
ま
ふ
な
と
、
同
志
の
人
 
 
 

に
は
、
つ
ね
に
か
た
り
き
。
二
三
二
頁
 
 

‖
1
1
常
山
『
文
会
雑
記
』
 
 
 

子
縛
云
、
長
崎
へ
遊
学
シ
聾
音
ヲ
モ
聞
タ
リ
。
十
有
余
年
巳
前
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
訳
者
ド
モ
出
合
タ
ル
ニ
中
々
ア
ノ
如
ク
l
二
丁
用
ニ
タ
 
 
 

ツ
コ
ト
非
ズ
。
華
人
ノ
詩
モ
下
手
多
シ
。
聾
者
卜
訳
学
卜
知
り
タ
リ
ト
テ
、
文
章
用
こ
立
ズ
ト
、
其
頃
ヨ
リ
看
破
セ
リ
ト
也
 
二
一
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七
頁
 
 

唐
音
に
閲
し
、
中
南
と
彼
ら
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
、
『
文
会
雑
記
』
中
の
子
綽
（
大
内
熊
耳
こ
芸
↓
～
－
ヨ
巴
）
 
は
狙
練
門
 
 
 

下
な
の
で
、
通
訳
な
ど
の
唐
音
に
つ
い
て
は
古
文
辞
学
派
に
も
中
南
と
同
様
の
見
方
を
持
っ
て
い
た
儒
者
の
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 

（
1
3
）
 
彼
以
外
に
も
同
様
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
人
物
は
い
る
。
例
え
ば
、
芳
州
著
『
橘
窓
茶
話
』
 
（
四
〇
四
頁
）
、
江
村
北
海
こ
ご
〕
～
0
0
0
0
）
 
 
 

著
一
七
八
三
 
二
大
明
≡
年
刊
『
授
業
編
』
「
唐
音
」
二
ハ
一
五
～
七
頁
）
な
ど
。
な
お
、
中
南
と
芳
州
や
北
海
と
の
関
係
は
未
詳
。
 
 

（
1
4
）
 
な
お
、
当
時
不
要
論
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
往
（
1
2
∵
1
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
授
業
編
』
 
二
ハ
一
二
、
六
一
五
頁
）
 
参
 
 

〃
口
‥
O
 
 

日
日
 
 

（
ほ
）
 
例
え
ば
租
繰
は
「
学
者
の
党
務
は
、
唯
だ
華
人
の
言
語
に
就
き
て
、
其
の
本
来
の
面
目
を
織
ら
ん
こ
と
を
要
す
」
（
『
笠
蹄
』
五
凹
八
頁
、
 
 
 

戸
川
芳
郎
訓
読
）
と
述
べ
て
い
る
。
中
国
生
ま
れ
の
学
問
の
「
本
来
の
面
目
」
を
知
る
に
は
、
「
華
人
の
言
語
」
で
書
か
れ
た
古
典
を
、
 
 
 

中
国
人
が
そ
う
す
る
よ
う
に
中
国
語
の
音
す
な
わ
ち
唐
音
で
読
む
こ
と
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
必
要
に
し
て
不
可
欠
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 

（
1
6
）
 
な
お
、
例
え
ば
近
世
の
場
合
、
実
際
に
用
い
ら
れ
た
そ
の
唐
音
は
明
代
青
か
晴
代
音
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
 
 
 

を
用
い
て
中
国
古
典
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非
が
問
わ
れ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
当
時
の
儒
者
 
 
 

に
は
中
国
音
の
歴
史
的
変
化
に
対
す
る
認
識
は
な
か
っ
た
、
な
い
し
、
極
め
て
薄
か
っ
た
。
韻
学
に
お
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
の
た
め
、
結
局
そ
の
こ
と
は
儒
学
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。
 
 

（
1
7
）
 
注
（
1
5
）
 
 

（
摘
）
 
も
ち
ろ
ん
こ
の
外
、
例
え
ば
職
務
上
の
こ
と
、
個
人
的
性
向
の
こ
と
な
ど
他
に
も
理
由
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
 
 

て
は
後
稿
で
考
え
た
い
。
 
 

［
資
料
］
 
 

『
学
問
捷
径
』
‥
『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
第
三
集
一
九
七
五
年
汲
古
書
院
 
 

『
橘
窓
茶
話
』
‥
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
七
巻
一
九
七
四
年
吉
川
弘
文
館
 
 

『
謹
固
随
筆
』
‥
『
荻
生
狙
律
全
集
』
第
十
七
巻
山
九
七
四
年
み
す
ず
書
房
 
 

『
時
習
館
学
規
』
‥
『
日
本
教
育
文
庫
』
「
学
校
編
」
一
九
七
七
年
目
本
図
書
セ
ン
タ
ー
 
 

『
授
業
縮
』
‥
『
日
本
教
育
文
庫
』
「
学
校
編
」
一
九
七
七
年
日
本
図
書
セ
ン
タ
1
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『
斥
非
』
‥
『
日
本
思
想
大
系
狙
棟
学
派
』
一
九
七
二
年
若
波
書
店
 
 

『
た
は
れ
ぐ
さ
』
‥
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
一
期
第
十
三
巻
一
九
七
四
年
吉
川
弘
文
館
 
 

『
文
会
雑
記
』
‥
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
山
四
巻
一
九
七
五
年
吉
川
弘
文
館
 
 

『
訳
文
笠
蹄
』
「
初
編
」
『
訓
訳
示
蒙
』
『
韻
概
』
‥
『
荻
生
狙
裸
全
集
』
第
三
巻
一
九
七
四
年
み
す
ず
書
房
 
 

『
倭
読
要
領
』
一
九
七
九
年
勉
誠
社
 
 

［
参
考
文
献
］
 
 

石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
一
九
六
七
年
清
水
弘
文
堂
書
房
（
原
刊
一
九
四
〇
年
）
 
 

今
中
寛
司
『
狙
裸
学
の
史
的
研
究
』
一
九
九
二
年
思
文
閣
出
版
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